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第
二
百
九 

  
 

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン 

   
 
 
 
 

一 
  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
本
と
関
税
の
自
由
化
は
、
一
九
六
三
年
の
春

に
と
き
の
首
相
・
池
田
勇
人
が
通
産
省
電
子
工
業
局
長
・
佐
橋
滋
に 

 

―
―
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
入
る
ぞ
。 

 

と
耳
打
ち
し
た
と
き
か
ら
、
既
定
の
事
実
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い

い
。 

 

戸
谷
深
造
が
六
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
超
高
速
電
子
計
算
機
等
長
期
開
発
」
事
業
も
、
富
士
通
、
日
本

電
気
、
沖
電
気
工
業
の
三
社
共
同
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
、
自
由
化
が
実
行
に
移
さ
れ
る
前
に
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

メ
ー
カ
ー
の
技
術
力
を
つ
け
る
た
め
の
施
策
だ
っ
た
。 

 

ま
た
閣
議
決
定
で
地
方
公
共
団
体
や
公
立
教
育
機
関
に
国
産
機
の

採
用
を
強
く
促
し
た
の
は
国
産
メ
ー
カ
ー
に
体
力
を
つ
け
る
方
策
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
施
策
は
そ
れ
な
り
に
効
果
を
あ
げ
た
が
、「
Ｉ
Ｂ

Ｍ
社
は
ガ
リ
バ
ー
、
国
産
メ
ー
カ
ー
は
モ
ス
キ
ー
ト
」
と
い
う
状
態

は
い
か
ん
と
も
し
難
か
っ
た
。 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
一
九
七
〇
年
、
日
米
繊
維
交
渉
の
一
方
で

国
産
メ
ー
カ
ー
が
一
様
に
恐
怖
を
感
じ
た
の
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
満
を

持
し
て
発
表
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
す
で
に
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
藤
沢
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い

た
が
、
税
法
上
の
扱
い
は
「
輸
入
」
と
さ
れ
、
一
五
％
か
ら
二
五
％

の
輸
入
関
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。 

 

主
要
な
電
子
部
品
、
周
辺
装
置
の
す
べ
て
が
輸
入
だ
っ
た
た
め
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
自
由
化
が
実
施
さ
れ
る
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
日
本
法

人
で
あ
る
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
巨
額
の
資
金
が
流
入
し
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の
価
格
は
純
国
産
機
と
同
等
レ
ベ
ル
に
低
下
す
る
。 

 

―
―
国
産
メ
ー
カ
ー
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。 

 

通
産
省
は
頭
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

平
松
の
記
憶
に
よ
る
と
、 

 

「
私
案
と
し
て
国
産
六
社
に
共
同
開
発
を
提
案
し
た
の
は
七
一
年

の
四
月
ご
ろ
だ
っ
た
」 

 

と
い
う
。 

 

「
二
社
ず
つ
、
三
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
強
い
て
い
え
ば
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
延
長

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
」 

 
佐
藤
栄
作
が
田
中
角
栄
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化
促
進
」
を

指
令
し
た
、
い
わ
ゆ
る
七
夕
発
言
の
三
か
月
前
に
、
平
松
は
す
で
に

構
想
を
持
っ
て
い
た
。 
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た
だ
、
そ
の
時
点
で
メ
ー
カ
ー
各
社
は
「
自
由
化
」
の
危
機
感
を

実
感
と
し
て
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
平
松
案
は
通
産
省

の
一
課
長
の
私
案
と
理
解
さ
れ
た
。
第
一
、
予
算
的
な
裏
づ
け
が
な

か
っ
た
。 

 

七
夕
発
言
を
受
け
て
、
国
産
メ
ー
カ
ー
は
一
斉
に
対
抗
策
を
陳
情

し
た
。
土
光
敏
夫
は
東
京
芝
浦
電
気
の
社
長
と
し
て
で
な
く
、
日
本

電
子
工
業
振
興
協
会
の
会
長
と
し
て
通
産
省
に
乗
り
込
み
、
大
臣
へ

の
面
会
を
求
め
た
。 

 

―
―
国
産
メ
ー
カ
ー
の
開
発
体
制
を
い
っ
そ
う
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
資
金
が
い
る
。
国
の
援
助
が
ど

う
し
て
も
必
要
だ
。 

 

国
家
百
年
の
計
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
土
光
は
言
っ
た
。 

 

七
夕
発
言
か
ら
一
週
間
後
、
田
中
角
栄
は
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

メ
ー
カ
ー
六
社
の
首
脳
を
通
産
省
に
集
め
、
細
か
な
説
明
を
聞
く
間

も
な
く
言
っ
た
。 

 

「
そ
れ
で
、
い
っ
た
い
い
く
ら
い
る
ん
だ
」 

 

各
社
の
代
表
が
口
ご
も
っ
て
い
る
と
、
田
中
は 

 

「
一
千
億
円
も
あ
れ
ば
足
り
る
か
」 

 

と
言
葉
を
継
い
だ
。 

 

そ
の
場
で
名
刺
の
裏
に 

 

―
―
平
松
氏
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

と
万
年
筆
で
走
り
書
き
し
、
電
子
政
策
課
の
課
長
・
平
松
に
手
渡

し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
そ
の
名
刺
を
相
手
に
見
せ
る
。
水
戸
黄
門

の
ご
印
籠
、
大
臣
の
お
墨
付
き
、
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。 

 

そ
の
あ
と
、
一
同
が
仰
天
す
る
言
葉
を
、
こ
の
越
後
出
身
の
大
臣

は
吐
い
た
。 

 

「
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
っ
ち
ゅ
う
の
は
何
か
ね
」 
 

〝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
付
き
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
〞
の
異
名
を
取
っ
た
人
物

の
伝
説
と
し
て
は
面
白
い
。 

 

と
も
あ
れ
、
予
算
の
裏
づ
け
が
で
き
た
。 

 

あ
と
の
仕
事
は
電
子
政
策
課
に
任
さ
れ
た
。 

 

平
松
は
早
速
、
大
蔵
省
に
掛
け
合
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
主
計
局
長
だ
っ
た
の
が
相
沢
英
之
で
あ
る
。
平
松
が
課

長
補
佐
だ
っ
た
十
年
前
、
日
本
電
子
計
算
機
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
の
設
立

を
め
ぐ
っ
て
や
り
合
っ
た
相
手
だ
っ
た
。
こ
れ
も
出
来
す
ぎ
て
い
る

話
の
よ
う
だ
が
事
実
な
の
だ
。 

 

―
―
助
成
金
の
対
象
が
六
社
と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
。
せ
め
て
三

社
に
絞
っ
て
く
れ
。 

 

大
蔵
省
は
言
っ
た
。
折
衝
の
あ
と
平
松
が
内
々
に
方
針
を
示
し
た

の
は
七
月
二
十
二
日
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

―
―
資
本
の
自
由
化
は
七
四
年
八
月
に
実
施
さ
れ
る
。
三
年
の
猶
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予
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
対
抗
機
を
開
発
し
よ
う
で
は
な
い
か
。 

具
体
策
は
二
つ
の
施
策
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。 

 
一
つ
は
税
制
上
の
助
成
措
置
を
講
じ
る
こ
と
だ
っ
た
。
情
報
処
理

振
興
事
業
協
会
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
に
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
保
証
準
備
金
制
度
」

を
設
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
売
上
高
の
二
％
を
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
る
。
そ
れ
は
非
課
税
と
す
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

法
人
所
得
税
を
免
除
す
る
。 

 

も
う
一
つ
は
新
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
に
「
電
子
計
算
機
等
開

発
費
補
助
金
」
総
額
六
百
五
十
億
円
を
投
入
す
る
と
い
う
の
だ
っ
た
。 

 

当
時
、
国
内
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
最
大
手
は
日
本
電

気
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
同
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
売
上
高
は
六
百
億

円
に
足
り
ず
、
研
究
開
発
を
含
め
た
七
〇
年
度
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関

連
投
資
は
三
十
億
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
六
百
五
十
億
円
と
い
う
の

は
、
と
て
つ
も
な
い
金
額
だ
っ
た
。 

 

自
民
党
の
情
報
産
業
議
員
連
盟
（
情
議
連
）
は
、
平
松
に
働
き
か

け
た
。 

 

―
―
そ
ん
な
巨
額
の
予
算
を
投
入
し
て
も
、
国
産
メ
ー
カ
ー
が
バ

ラ
バ
ラ
で
は
成
果
が
望
め
な
い
。
こ
の
際
、
国
策
会
社
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。 

 

郵
政
寄
り
と
目
さ
れ
た
情
議
連
会
長
の
橋
本
登
美
三
郎
が
抱
い
て

い
た
腹
案
は
、
日
本
電
信
電
話
公
社
と
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー

カ
ー
六
社
に
よ
る
共
同
出
資
会
社
を
設
立
し
、
こ
こ
に
国
の
予
算
を

投
入
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
通
信
回
線
と
結

び
つ
き
、
そ
れ
が
社
会
・
経
済
の
原
動
力
に
な
る
。 

 

―
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化
に
備
え
る
策
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
橋
本
に
は
あ
っ
た
。 
 

電
電
公
社
は
六
九
年
か
ら
独
自
仕
様
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
向
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
の
開
発
に
着
手
し
、
日
本

電
気
、
日
立
製
作
所
、
富
士
通
の
三
社
が
共
同
開
発
体
制
を
組
ん
で

い
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
予
算
は
二
百
五
十
億
円
、

こ
こ
に
電
子
計
算
機
等
開
発
費
補
助
金
を
追
加
投
入
す
る
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
と
い
う
こ
と
に
平
松
は
依

存
な
か
っ
た
が
、
国
策
会
社
に
は
反
対
だ
っ
た
。
日
本
電
子
計
算
機

を
設
立
し
た
と
き
、
大
蔵
省
か
ら
指
摘
さ
れ
た
言
葉
が
強
く
記
憶
に

残
っ
て
い
た
。 

 

―
―
平
松
さ
ん
。
国
策
会
社
は
作
る
の
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。

そ
の
う
え
決
め
ら
れ
た
年
度
予
算
の
中
で
し
か
動
け
な
い
。
結
局
、

役
人
の
天
下
り
先
と
な
っ
て
予
算
を
消
化
す
る
だ
け
で
、
民
間
の
競

争
を
反
対
に
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 
あ
く
ま
で
も
各
社
の
競
争
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
対
抗
す
る
、
と
い
う
考

え
が
固
ま
っ
た
。 

 

「
勝
算
が
あ
っ
た
か
、
と
い
わ
れ
る
と
、
答
え
は
な
か
な
か
難
し

い
。
当
時
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
ガ
リ
バ
ー
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
モ
ス
キ



＝巻之二十八 飄掌＝ 

 21 

ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
日
本

は
自
由
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
資
本
と
輸
入
の
自
由
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
。
そ
の
中
で
国
産
メ
ー
カ
ー
を
育
成
す
る
に
は
、
国
策
会
社

案
は
採
れ
な
か
っ
た
」 

 

と
平
松
は
後
述
し
て
い
る
。 

 

た
だ
こ
の
と
き
平
松
は
、
国
産
メ
ー
カ
ー
の
中
心
的
な
存
在
だ
っ

た
富
士
通
―
―
個
人
を
特
定
す
れ
ば
池
田
敏
雄
―
―
と
の
接
触
を
通

じ
て
、
決
定
的
な
事
実
を
つ
か
ん
で
い
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
路
線
へ
の
転
換
、
で
あ
る
。 

 

―
―
あ
く
ま
で
も
独
自
。 

 

に
執
着
し
た
池
田
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
路
線
へ
の
転
換
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
四
年
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

東
京
大
学
の
大
型
計
算
機
競
争
調
達
に
自
信
満
々
で
臨
ん
だ
池
田

は
、
日
立
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２
０
Ｆ
」
に
敗
れ
た
。 

 

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
５
０
」
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
は
優

れ
て
い
た
が
、
世
界
で
流
通
し
て
い
た
技
術
計
算
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

そ
の
ま
ま
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
敗
退
の
要
因

だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
池
田
は
「
国
際
標
準
」
な
い
し
「
事
実
上

の
標
準
」
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

加
え
て
同
じ
年
の
五
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
世
界
博
覧

会
に
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
１
」
を
出
品
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
評

価
は
予
想
に
反
し
て
低
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
池
田
は
、「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
」

と
い
う
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
重
要
性
を
思
い
知
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
こ
に
ジ
ー
ン
・
ア
ム
ダ
ー
ル
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
存
在
し
た
。 
 

一
九
二
二
年
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
の
フ
ラ
ン
ド
ロ
ー
に
生
ま
れ
、

四
八
年
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
大
学
の
大
学
院
で
理
論
物
理
学
を
学
ん
で
い

た
と
き
、
研
究
用
の
計
算
機
を
作
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
五
二
年
、

電
子
計
算
機
の
設
計
に
関
す
る
論
文
で
理
論
物
理
の
博
士
号
を
取
得

し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
入
っ
た
。 

 

フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
の
理
論
を
ど
の
よ
う
に
具
現
す
る
か
、
メ
ー

カ
ー
各
社
は
手
探
り
の
状
態
だ
っ
た
。
様
々
な
技
術
を
統
合
し
体
系

化
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
必
要
だ
っ
た
。
彼
は
世
界
で
最
初
の
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
に
な
っ
た
。 

 

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
」
の
チ
ー
フ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
た

が
、
次
期
モ
デ
ル
の
設
計
を
め
ぐ
っ
て
ワ
ト
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
意

見
が
合
わ
ず
五
五
年
に
退
職
、
六
〇
年
に
請
わ
れ
て
復
帰
し
た
。
Ｉ

Ｂ
Ｍ
社
は
次
期
大
型
計
算
機
の
設
計
で
悩
ん
で
い
た
。 

 
た
だ
ち
に
基
本
設
計
に
取
り
か
か
り
、
単
一
の
Ｏ
Ｓ
で
下
位
モ
デ

ル
か
ら
最
上
位
モ
デ
ル
ま
で
一
貫
し
、
同
じ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
作
す
る
シ
リ
ー
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
確
立

し
た
。
こ
れ
が
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。 
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七
〇
年
当
時
、
役
員
に
準
じ
る
「
フ
ェ
ロ
ー
」
の
地
位
に
あ
っ
た
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
彼
は
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
の
チ
ー
フ
・
プ
ラ
ン
ナ

ー
に
な
る
べ
き
だ
っ
た
し
、
そ
の
後
継
シ
リ
ー
ズ
の
設
計
も
任
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
彼
を
疎
ん
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ア
ム
ダ
ー
ル
が
構
想
す
る
次
期
マ
シ
ン
を
実
現
す
る
に
は
、

多
く
の
技
術
的
障
害
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し 

 

―
―
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
以
上
、
過
度
な
投
資
は
で
き
な
い 

 

と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
考
え
た
。 

 

ア
ム
ダ
ー
ル
は
六
九
年
の
秋
、 

 

―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
辞
め
て
、
思
い
通
り
の
マ
シ
ン
を
作
り
た
い
。 

 

と
い
う
こ
と
を
、
リ
ッ
ト
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
社
の
知
り
合
い
に

漏
ら
し
た
。 

 

リ
ッ
ト
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
社
は
電
子
工
業
分
野
の
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
や
技
術
提
携
を
斡
旋
す
る
こ
と
を
業
と
し
て
い
た
の
で
、

ア
ム
ダ
ー
ル
は
お
そ
ら
く
、
自
分
の
事
業
へ
の
出
資
者
を
求
め
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
情
報
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
駐
在
し
て
い
た
富
士

通
の
鵜
飼
直
哉
の
耳
に
入
っ
た
。 

 

鵜
飼
は
こ
の
情
報
を
本
社
の
尾
見
半
左
右
に
報
せ
、
ま
ず
尾
見
が

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
飛
ん
で
ア
ム
ダ
ー
ル
と
面
会
し
た
。 

 

こ
の
と
き
ア
ム
ダ
ー
ル
の
口
か
ら 

 

「
イ
ケ
ダ
と
会
い
た
い
」 

 

と
い
う
言
葉
が
出
た
。 

 

池
田
敏
雄
は
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
池
田
の
見
解
を
知
り
た
い
、
と
ア
ム
ダ
ー
ル
は
言
っ

た
。 

 

た
ま
さ
か
池
田
の
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
会
の

招
待
状
が
届
い
て
い
た
。
十
一
月
、
そ
れ
に
出
席
す
る
と
い
う
名
目

で
池
田
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
飛
ん
だ
。
鵜
飼
を
伴
っ
て
メ
ン
ロ
パ
ー

ク
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
所
を
訪
問
し
、

両
者
は
初
め
て
面
会
し
た
。 

 

鵜
飼
が
二
〇
〇
〇
年
十
月
に
ま
と
め
た
『
富
士
通
―
Ａ
ｍ
ｄ
ａ
ｈ

ｌ 

最
初
の
一
〇
年
の
記
録
』
に
よ
る
と
、 

 

―
―
池
田
が
英
語
が
不
得
手
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
初
の
会

談
で
は
あ
ま
り
突
っ
込
ん
だ
話
は
し
な
か
っ
た
。 

 

と
あ
る
が
、
同
席
し
て
い
た
三
輪
修
が
保
有
す
る
メ
モ
に
よ
る
と
、

次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。 

 

Ｑ
：
キ
ャ
ッ
シ
ュ
（
バ
ッ
フ
ァ
メ
モ
リ
ー
）
の
容
量
を
も
っ
と
増
や 

 
 

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。   

Ａ
：
バ
ッ
フ
ァ
メ
モ
リ
ー
の
容
量
は
、
バ
ッ
フ
ァ
メ
モ
リ
ー
と
メ
イ 

 
 

ン
メ
モ
リ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
の
差
に
依
存
す
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ 

 
 

ョ
ン
で
最
適
値
を
求
め
て
決
定
し
て
い
る
。   

Ｑ
：
Ｏ
Ｓ
の
コ
ア
に
リ
ー
ド
オ
ン
リ
ー
メ
モ
リ
ー
（
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
を
使 
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い
た
い
が
。 

Ａ
：
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
速
度
を
上
げ
れ
ば
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、
コ
ス
ト
を 

 
 

下
げ
れ
ば
速
度
が
落
ち
る
。
し
た
が
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
方
が 

 
 

有
効
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に
よ
るdegradation

は
、
Ｓ
Ｏ 

 
 

Ｒ
Ｔ
、
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
に
お
い
て
甚
だ
し
い
。
コ
ン
パ 

 
 

イ
ラ
の
場
合
は
も
っ
と
も
効
率
が
よ
い
。Editing 

に
関
し
て 

 
 

は
ま
だ
デ
ー
タ
が
な
い
。 

  

原
文
に
英
語
表
記
が
そ
の
ま
ま
現
れ
る
の
は
、
日
本
語
に
訳
す
と

意
味
合
い
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

承
知
で
強
い
て
日
本
語
に
置
き
換
え
る
と
「degradation

」
は
「
劣

化
」、「Editing

」
は
「
ま
と
め
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。 

 

池
田
が
ア
ム
ダ
ー
ル
に
訪
日
を
要
請
し
、
ア
ム
ダ
ー
ル
が
快
諾
し

た
の
は
同
日
夜
に
行
わ
れ
た
近
く
の
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
会
食
に

お
い
て
だ
っ
た
。 

 

三
輪
の
メ
モ
に
よ
る
と
、 

 

「
池
田
さ
ん
と
ア
ム
ダ
ー
ル
博
士
は
、
初
め
て
会
っ
た
そ
の
時
か

ら
互
い
に
意
気
通
じ
合
う
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
会
食
の
中

で
、
ア
ム
ダ
ー
ル
氏
が
独
立
す
る
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
す
か
さ
ず

池
田
さ
ん
が
日
本
に
来
な
い
か
と
誘
っ
た
。
ア
ム
ダ
ー
ル
氏
が
興
味

を
示
す
と
話
は
具
体
的
に
な
っ
た
」 

 

と
あ
る
。
た
だ
し
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

同
じ
く
三
輪
の
証
言
。 

 

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０ 

は
、
二
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
よ
る
対
称
型

マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
６
０
の
設
計
思
想

に
つ
い
て
ア
ム
ダ
ー
ル
氏
は
好
意
的
に
受
け
取
っ
て
く
れ
た
が
、
多

く
は
お
世
辞
で
あ
ろ
う
。
何
し
ろ
彼
は
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
方
式

に
反
対
の
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
現
に
、
そ
の
後
、
富
士
通
と

共
同
で
開
発
し
た
ア
ム
ダ
ー
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
マ
ル
チ
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
方
式
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」 

 

こ
れ
以
後
、
池
田
と
ア
ム
ダ
ー
ル
の
間
に
は
、
鵜
飼
を
介
し
て
数

回
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。 

 

翌
七
〇
年
の
春
、
池
田
は
ア
ム
ダ
ー
ル
に
来
日
と
富
士
通
顧
問
へ

の
就
任
を
要
請
し
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
て 

 

―
―
現
在
、
わ
た
し
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
籍
を
置
い
て
い
る
。
従
っ
て

貴
社
の
顧
問
に
は
な
れ
な
い
。 

 

と
い
う
返
事
が
き
た
。 

 
続
き
が
あ
っ
た
。 

 
―
―
し
か
し
、
わ
た
し
は
近
く
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
辞
め
る
つ
も
り
な
の

で
、
そ
の
あ
と
貴
社
の
ご
招
待
を
喜
ん
で
受
け
る
つ
も
り
で
い
る
。 

 

ア
ム
ダ
ー
ル
は
そ
の
数
か
月
後
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
辞
意
を
表
明
し
、

九
月
に
退
社
し
た
。 



＝巻之二十八 飄掌＝ 

 24 

 
池
田
の
要
請
に
従
っ
て
来
日
し
た
の
は
十
一
月
で
あ
っ
て
、
そ
の

と
き
彼
は
「
ア
ム
ダ
ー
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
代
表
者
と
な

っ
て
い
た
。 

 

川
崎
工
場
で
講
演
を
行
い
、
奈
良
、
九
州
を
夫
婦
で
旅
行
し
て
東

京
に
戻
っ
た
ア
ム
ダ
ー
ル
は
、
社
長
・
高
羅
芳
光
以
下
の
役
員
と
山

本
卓
眞
ら
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
交
え
た
懇
親
会
に
出
席
し
た
。 

富
士

通
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
機
路
線
へ
の
転
換
を
決
意
し
た
の
に
等
し
か
っ

た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
本
・
輸
入
自
由
化
に
か
か
わ
る
出
来
事
を
時

系
列
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  

一
九
六
九
年 

７
月 

通
産
省
が
重
工
業
局
に
「
電
子
政
策
課
」「
電
子
機
器
課
」 

 
 
 

「
情
報
産
業
振
興
室
」
を
新
設 

９
月 

ニ
ク
ソ
ン
―
佐
藤
会
談 

10
月 

東
芝
、
Ｇ
Ｅ
社
と
の
技
術
援
助
契
約
を
更
新
。 

 

一
九
七
〇
年 

１
月 

東
芝
、
大
型
機
分
野
に
参
入 

３
月 

大
阪
千
里
丘
で
大
阪
万
国
博
覧
会
開
幕
（
〜9

月13

日
） 

５
月 

「
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律
」
施
行 

 
 
 

三
菱
、
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
、
沖
ユ
ニ
バ
ッ
ク
の
三
社
提
携 

 
 
 

Ｇ
Ｅ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
を
発
表 

７
月 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
を
発
表 

 
 
 

通
産
省
「
情
報
処
理
振
興
課
」
を
新
設 

10
月 

東
芝
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
と
事
務
用
電
子
計
算
機
の
技
術
援
助
契 

 
 
 

約
を
締
結
、
発
効 

11
月 

ジ
ー
ン
・
ア
ム
ダ
ー
ル
が
来
日
し
富
士
通
首
脳
と
会
談 
 
 
 

（
富
士
通
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
機
路
線
を
決
意
）。 

 

一
九
七
一
年 

７
月 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
本
・
輸
入
自
由
化
に
関
す
る
首
相
表
明
。 

８
月 

一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円
の
固
定
為
替
制
解
消
し
変
動
為
替
制 

 
 
 

に
移
行 

９
月 

Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
を
発
表 

  

七
〇
年
十
一
月
か
ら
七
一
年
六
月
ま
で
若
干
の
空
白
が
あ
る
。
こ

の
間
、
池
田
は
ア
ム
ダ
ー
ル
と
の
関
係
を
固
め
る
べ
く
尽
力
し
て
い

た
。 

 

池
田
は
十
一
月
に
再
び
渡
米
し
、
ア
ム
ダ
ー
ル
と
具
体
的
な
計
画

―
―
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
構
想
に
近
か
っ
た
―
―
を
打
ち
合
わ
せ
し
、

次
期
モ
デ
ル
の
演
算
回
路
に
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
採
用
す
る
こ
と
で
大
筋
で
合

意
し
た
。 

 
ア
ム
ダ
ー
ル
は
こ
の
と
き
、
自
社
で
開
発
す
る
大
型
機
を
富
士
通

の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
る
よ
う
求
め
た
が
、
池
田
は
婉
曲
に

拒
否
し
て
い
る
。
主
導
権
を
ア
ム
ダ
ー
ル
に
握
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
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の
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
む
ろ
ん
、
そ
れ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
池
田
が
忌
避
し
た
の
は
、

ア
ム
ダ
ー
ル
が
目
指
す
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
完
全
互
換
」
の
方
針
だ
っ
た
。 

 

完
全
互
換
と
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｏ
Ｓ
を
そ
の
ま
ま
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
の
ち
に
「
プ
ラ
グ
・
コ
ン
パ
チ
ブ

ル
・
マ
シ
ン
」（
Ｐ
Ｃ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
、
ワ
ト
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
が

「
寄
生
動
物
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

池
田
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、 

 

―
―
周
辺
機
器
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本
体
を
Ｐ

Ｃ
Ｍ
に
し
た
と
き
、
富
士
通
は
独
自
性
を
ど
こ
に
求
め
れ
ば
い
い
の

か
。 

 

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

翌
七
一
年
春
、
常
務
で
情
報
処
理
営
業
部
長
の
職
に
あ
っ
た
小
林

大
祐
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
部
長
・
山
本
卓
眞
を
引
き
連
れ
て
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
本
社
を
訪
れ
、
応
接
に
出
た
常
務
・
松
浦
隼
雄
に
、
大

胆
に
も 

 

「
貴
社
は
Ｏ
Ｓ
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
」 

 

と
切
り
出
し
た
。 

 

む
ろ
ん
、
断
ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
の
折
衝
で
得
た
感
触
を
も
と
に
、
山
本
は
池
田
に
言
っ
た
。 

 

「
ア
ム
ダ
ー
ル
の
よ
う
に
完
全
互
換
を
目
指
す
必
要
は
な
い
。
富

士
通
の
独
自
性
を
維
持
し
つ
つ
、
互
換
機
能
を
備
え
た
Ｏ
Ｓ
を
、
わ

た
し
が
開
発
し
て
み
せ
る
」 

 

こ
う
し
て
池
田
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
機
能
を
備
え
な
が
ら
、
独
自
性
を

維
持
し
た
次
期
モ
デ
ル
の
構
想
を
固
め
て
い
っ
た
。「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

７
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
名
で
常
務
会
に
そ
の
概
要
が
示
さ
れ
た
の
は

七
一
年
八
月
だ
っ
た
。 
 

通
産
省
電
子
政
策
課
課
長
・
平
松
守
彦
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ

ス
テ
ム
／
３
７
０
に
対
抗
す
る
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
次
第
に
具
体
像
を
結
び
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、

国
産
六
社
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
国
際
標

準
機
」
を
開
発
さ
せ
る
方
式
だ
っ
た
。 

 

六
社
の
代
表
は
基
本
的
に
平
松
案
を
了
解
し
た
が
、
九
月
に
入
っ

て
も
具
体
的
な
回
答
が
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
各
社
と
も
お
互
い
の

腹
の
内
を
探
り
合
っ
て
い
る
。
十
月
に
な
る
と
来
年
度
の
予
算
折
衝

が
始
ま
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
せ
っ
か
く
の
補
助
金
が
流
れ
て
し
ま

う
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ 

D
enden 

Inform
ation 

Processing 
System

：
日
本
電

信
電
話
公
社
が
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
用
に
六
八
年
か
ら
日
本
電
気
、
富
士

通
、
日
立
製
作
所
と
共
同
で
開
発
に
着
手
し
た
。 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２
０
Ｆ 

日
立
製
作
所
が
独
自
技
術
で
一
九
六
三
年
に
開

発
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２
０
を
ベ
ー
ス
に
、
提
携
し
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の

技
術
で
改
良
し
た
。
技
術
計
算
用
に
設
計
さ
れ
て
い
た
が
事
務
計
算
に
も
適

用
で
き
た
。
主
記
憶
は
十
六
〜
二
百
五
十
六
キ
ロ
ワ
ー
ド
（
一
ワ
ー
ド
三
十

二
ビ
ッ
ト
）
だ
っ
た
。
富
士
通
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０
で
応
札
し
た

東
京
大
学
の
調
達
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
機
能
を
持
つ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２
０

Ｆ
が
採
用
さ
れ
た
。 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
１ 

富
士
通
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
磁
気
コ
ア
を
採
用
し
て

オ
ー
ル
Ｉ
Ｃ
化
し
た
計
算
機
で
、
主
記
憶
は
三
二
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
百
九
十

二
ビ
ッ
ト
）
だ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
が
主
体
で
、

磁
気
テ
ー
プ
を
使
っ
て
コ
ン
パ
イ
ル
し
、
入
力
に
は
六
穴
の
紙
テ
ー
プ
を
使

用
し
た
。 

三
輪 

修 

み
わ
・
お
さ
む
／
１
９
３
６
〜 

：
東
京
都
に
生
ま
れ
、
中
国

大
陸
に
渡
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
を
前
に
四
五
年
四
月
済
南
市
か
ら
帰
国
し
五

九
年
京
都
大
学
工
学
部
を
出
て
富
士
通
信
機
製
造
に
入
っ
た
。
池
田
敏
雄
の

下
で
電
子
計
算
機
の
開
発
に
従
事
し
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
シ
リ
ー
ズ
、
電

電
公
社
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
「
Ｖ
Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
を
担
当
し
た
。
七
〇
年
科
学
技
術
庁
長
官
賞

（
大
型
計
算
機
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０
の
開
発
）を
受
け
た
。 
 

八
〇
年
シ
ス
テ
ム
本
部
に
異
動
し
科
学
・
宇
宙
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
Ｃ
Ａ
Ｉ
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
開
発
に
従
事
し
九
一
年
富
士
通

東
北
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
長
と
な
っ
た
。
九
九
年
ア
ー
ト
・
シ

ス
テ
ム
顧
問
、
二
〇
〇
〇
年
エ
フ
コ
ム
顧
問
、
〇
四
年
ク
ー
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
設
立
し
社
長
。
主
な
著
作
に
『
計
算
機
構
成
論
』（
電
子
計
算
機
基
礎
講
座

９
、
七
二
年
、 

共
立
出
版
）、『
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
〜
そ
の
動
向
と
発
展
の

背
景
〜
』（
共
著
、
七
四
年
、
電
子
通
信
学
会
）
な
ど
が
あ
る
。 
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